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点検年月日 今回：

　
　
総
合
検
査
結
果

年度

センサス
区間番号

交通量
（昼間12時間）

台

健全度
（横断歩道橋単位）

％

橋梁名
路線

道路種別

所在地 点検責任者

路線指定

前回：

荷 重 制 限 ｔ 

下部構造形式

備考

大型混入率

- - - -

調  査  年

歩道幅 中央帯

-

歩道幅 車道幅・車線 地覆幅車道幅・車線地覆幅

有 効 幅 員

中央
分離帯

上部構造形式
幅
員

全 　幅 　員

点検者（社名）

供用開始日 橋長 活荷重・等級 適用示方書

交
通
条
件

基礎形式

ふりがな ブロック番号

定期点検記録様式（その１）　横断歩道橋の諸元と総合検査結果

等橋

路線名

橋梁番号



○全体図、一般図には近接目視による診断ができていない個所や近接目視によらない方法を講じた箇所を明記すること。

定期点検記録様式（その２）　径間別一般図 径 間 番 号

ブロック番号 施設番号
緯度

経度橋 梁 名

フリガナ
路 線 名

全
　
体
　
図

一
　
般
　
図



経度
ブロック番号 施設番号

緯度

径 間 番 号

フリガナ
路 線 名

定期点検記録様式（その３）　現地状況写真

橋 梁 名

径間番号

現
　
地
　
状
　
況
　
写
　
真

写真番号 撮影年月日

メモ（必要に応じて） メモ（必要に応じて）

径間番号 径間番号

メモ（必要に応じて）

撮影年月日写真番号 撮影年月日写真番号

メモ（必要に応じて）

写真番号撮影年月日 写真番号 撮影年月日

径間番号

メモ（必要に応じて）

メモ（必要に応じて）

撮影年月日

径間番号 径間番号

写真番号



施設番号
緯度

経度

部
材
番
号
図
及
び
要
素
番
号
図

ブロック番号

定期点検記録様式（その４）　部材番号図及び要素番号図 径 間 番 号

フリガナ
路 線 名

橋 梁 名



近接目視による状態の把握ができていない箇所・近接目視によらない方法を講じた箇所

○近接目視又は打音、触診ができていない個所及び近接目視によらない方法を講じた箇所を記載する。

緯度

経度

定期点検記録様式（その５）　状態把握の方法 径 間 番 号

健
全
性
の
診
断
の
た
め
の
支
援

フリガナ
路 線 名

橋 梁 名
ブロック番号 施設番号

記
録
の
た
め
の
支
援

対応策・機器等の性能や条件要素番号部材番号 理由部材名



健全度判定

○写真は、不具合の程度が分かるように添付すること。

所
見

所
見

損
傷
写
真

損
傷
写
真

部材毎の健全性の診断

今回
判定

前回
判定

部材毎の対策区分判定

部材毎の対策区分判定
今回
判定

前回
判定

部材毎の対策区分判定 部材毎の健全性の診断

部材毎の対策区分判定 部材毎の健全性の診断

損傷の種類 損傷の種類

写真番号 径間番号写真番号 径間番号 部材名

ブロック番号

部材番号

施設番号
緯度

経度

定期点検記録様式（その６）　横断歩道橋の健全性の診断に関する所見 径 間 番 号

部材毎の健全性の診断

フリガナ
路 線 名

部材番号

橋 梁 名

部材名



更
新

ブロック番号 施設番号
緯度

経度

フリガナ
路 線 名

定期点検記録様式（その７）　対策区分判定結果（主要
部材）

径 間 番 号

橋 梁 名

工種 材料

部材種別 損傷の程度 対策区分 診断結果

名称 記号
部材
番号

最大

性能の推定
特定事象の

有無

活
荷
重

地
震

そ
の
他

塩
害

防
護
機
能
の

低
下

そ
の
他

健全度
（部材
単位）

所　見　等区分
Ｂ’

の損傷

区分
Ｃ1’

の損傷

区分
Ｃ２’

の損傷

区分Ｍ’
の損傷

区分Ｅの損傷
区分
Ｓ1’

の損傷

区分Ｓ2’
の損傷

確定
最小

補修等の必要性
維持工事で

対応する必要
性

緊急対応の必要性
詳細調査の

必要性
原　因

推定
更
新

区分
Ｅ１’

の損傷

区分
Ｅ２’

の損傷



更
新

フリガナ
路 線 名

橋 梁 名

定期点検記録様式（その８）　対策区分判定結果（様式
（その７）に記載以外の部材）

径 間 番 号

ブロック番号 施設番号
緯度

経度

工種 材料

部材種別 損傷の程度 対策区分

維持工事で
対応する必要性 緊急対応の必要性

詳細調査の
必要性

更
新

診断結果

名称 記号
部材
番号

最大 最小

補修等の必要性

区分Ｂ’
の損傷

区分
Ｃ1’

の損傷

区分
Ｃ２’

の損傷

性能の推定
特定事象の

有無

活
荷
重

地
震

そ
の
他

塩
害

防
護
機
能
の

低
下

そ
の
他

原　因

健全
度

（部材
単位）

所　見　等
区分Ｍ’
の損傷

区分Ｅの損傷
区分
Ｓ1’

の損傷

区分Ｓ
2’

の損傷
確定 推定区分

Ｅ１’
の損傷

区分
Ｅ２’

の損傷



施設番号
緯度

経度
ブロック番号

径 間 番 号データ記録様式（その９）　損傷図

橋 梁 名

損
　
傷
　
図

フリガナ
路 線 名



径間番号

損傷程度

要素番号

要素番号

損傷の種類 損傷程度

写真番号

前回損傷程度

メモメモ

損傷程度

メモ

写真番号 径間番号

損傷程度

部材名

径間番号 写真番号

要素番号

径間番号写真番号

部材名

損傷の種類 損傷の種類

部材名

損傷の種類 損傷程度

部材名要素番号

損傷程度

部材名 要素番号

損傷の種類

前回損傷程度

前回損傷程度

メモ

部材名

写真番号 径間番号

前回損傷程度

損
　
傷
　
写
　
真

写真番号 径間番号

要素番号

損傷の種類

データ記録様式（その１０）　損傷写真 径 間 番 号

備考

橋 梁 名

フリガナ
ブロック番号 施設番号

緯度

経度
路 線 名

前回損傷程度

メモメモ

前回損傷程度



ブロック番号 施設番号
緯度

経度

フリガナ
路 線 名

データ記録様式（その１１）　損傷程度の評価記入表
　　　　　　　　　　　　　　　（主要部材）

径 間 番 号

橋 梁 名

名　称
工種 材料

部材種別 損傷程度 損傷
パターン

損傷の種類
記号 要素番号 損傷程度の評価 単位定量的に取得した値

分類



ブロック番号 施設番号
緯度

経度

フリガナ
路 線 名

データ記録様式（その１２）　損傷程度の評価記入表
　　　　　　　　　（データ記録様式（その１１）に記載以外の部材）

径 間 番 号

橋 梁 名

分類
名　称 単位

工種 材料
部材種別 損傷程度 損傷

パターン
損傷の種類

記号 要素番号 損傷程度の評価 定量的に取得した値



ブロック番号 施設番号
緯度

経度

径 間 番 号

フリガナ
路 線 名

データ記録様式（その１３）　損傷程度の評価結果総括

橋 梁 名

名称 記号 部材番号 損傷の種類（程度） 損傷の種類（程度）
工種 材料

部材種別 今回定期点検 点検日 前回定期点検 点検日


